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【３】年 〔 国語 〕科 年間指導計画

指導の重点

・基本的知識の強化

・読解力の育成

・表現力の育成

評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 国語への 話すこと 書くこと 読むこと 言語についての 評価方法 モジュールの内

関心意欲態度 ・聞くこと 知識・理解・技能 容
朝焼けの中で 文脈の中における語 表現のしかたな 朝焼けの描写や言 感覚描写など 定期考査 １、文脈を

４ 句の効果的な使い方 どに注意しなが 葉についての表現 を表す言葉に 発言 とらえる

など表現上の工夫に ら読み、人間、 を抜き出し、表現 気づき、その使

注意して読む。 自然などについ 上の工夫や筆者の われ方に注意 ２、構成を

て自分の考えを 思いを捉え、それ して読んでい とらえる

持とうとしてい に対する自分の意 る。

る。 見をまとめている。

握手 作品に用いられた言 作品を読み、自 自分なりの視点 作品の表現や展開 作品に使われ 定期考査

葉やエピソードから、分の考えを深め で感想文を書い のしかた、内容に ている言葉や 学習プリント

表現の工夫、場面や ようとしている。 ている。 ついて自分なりに 表現に着目し発言

登場人物の設定の仕 観点を決めて批評 て読んでいる。 感想プリント

方などを捉え、作品 している。

５ を理解する。 ３、要点を

説得力のある ・社会生活の中から 社会生活の中の 分析のための観 友達の書いた批評 自分の意見を 学習プリント とらえる

考えを述べよ 関心のある事柄を決 事柄について、 点を示し、判断 文のよさやものの 効果的に表現

う め、材料を重ねて考 自分の意見を明 や批評の根拠を 見方や考え方につ するために、和 ４、要旨を

批評文を書く えを深める。 確にして批評文 明確にし、資料 いて、自分との相 語・漢語・外来 とらえる

・論理の展開を工夫 を書こうとしてい を適切に引用し違を明らかにしな 語を適切に使

し、資料を適切に引 る。 て、説得力のあ がら考えを深めて い分けている。

用するなどして説得 る構成で批評文 いる。

力のある文章を書 を書いている。

き、書いた文章を読

みあってものの見方

を深める。

言葉１ 和語・漢語・外来語 和語・漢語・外 和語・漢語・外 定期考査

和語・漢語・ の使い分けに注意 来語の使い分け 来語のそれぞ

外来語 し、語感を磨き語彙を を理解しようとし れを理解し、相

豊かにする。 ている。 手や場面に応

じて適切に使

い分けている。

評価しながら 自分の考えと比較し相手の考えを自 「聞き取りマッ 相手や場面に 学習プリント

聞こう 評価しながら相手の 分の考えと比べ プ」にメモを取 応じた敬語な

考えを聞き、自分の ながら聞き取り、り、自分の考え ど、言葉の使い

ものの見方や考え 自分の表現に役 を整理している。 方に注意して ５、漢字の

６ 方、表現の仕方に役 立てようとしてい 聞いている。 読み書き

立てる。 る。

月の起源を探 文脈の中における語 進んで文章を読 図と本文との対応 論理的展開を 定期考査 ６、熟語の

る 句や図の使い方など み、論理の展開 を確かめながら、読み取る上で 発言 知識と意

に注意して読み、筆 や内容を理解し 筆者の論理展開を 重要な漢語を ノート 味

者の論理の展開の仕 ようとしている。 読み取り、そこに 指摘し、意味を

方を捉えて評価す 表れる筆者の科学 調べている。 ７、表現を

る。 的なものの見方や とらえる

研究方法について

自分の考えをもっ

ている。

推敲して、文 書いた文章を読み返 文章を推敲して 示された観点に 学習プリント

章を書こう し、文章全体を整え よりよいものにし 沿って文章を見

る。 ようとしている。 直し、文章全体

を整えている。

自分の魅力を 聞き手の求める情報 話題に沿って相 相手の求める情 相手にや場面 発表活動

伝えよう を的確に捉え、自分 手にわかりやす 報を的確に捉 に応じた敬語

記者会見型ス の経験や知識を整理 く話をしようとしえ、相手の反応 など、言葉の使

ピーチをする し、用いる語句を工 ている。 や表情を見なが い方に注意し

夫して話す。 ら、自分の経験 て話している。

聞き手の反応に応じ や知識を整理し

て説明や話し方を工 て答えている。
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夫し、聞き取った内容

や表現のしかたを自

分の表現に生かす。

漢字１ 熟語に関する知識を 熟語の読みかた 熟語の成り立 定期考査

７ 熟語の読み方 広げ、文や文章の中 を理解しようとし ちや、音読み・発言 ８、情景を

で読んだり使ったりす ている。 訓 読みを確か とらえる

る。 めながら読ん

でいる。また、 ９、心情を

示された熟語 とらえる

以外の例を挙

げ、理解を深め

ている。

俳句の可能性 筆者のものの見方や 俳句の形式に興 俳句の約束事を 語順や表現のしか 語句の使い方 定期考査

俳句十六句 感じ方、表現の仕方 味を持ち、表現 理解し、俳句に たに注意して、自 に注意してい 学習プリント

などを読み味わい、上の特徴を生か 込められた作者 分の思いや感動を る。 発表

俳句の世界に親しして俳句を作ろ の思いや情景を 俳句に表現してい

む。 うとしている。 読み味わってい る。

る。

言葉を使おう 場の状況や相手に応 自分の考えを相 場の状況や相手 世代や地域に 感想

もっと「伝わ じて言葉の選び方や 手にわかりやす の様子に応じる よる言葉の違 テスト

る」表現をめ 伝え方を考え、互い く伝えようとして ことの具体的な いなどに注意し

ざして の考えが生かせるよ いる。 観点を理解し、 ながら言葉や

うにする。 工夫して話して 敬語を適切に

いる。 使っている。

文法への扉１ 分の成文の順序や構 既存の文法知識 文法的な観点 定期考査

すいかは幾つ 成など、文法につい を振り返って話 から誤解の生 発言テスト

必要？ ての理解を深め、日 し合おうとしてい じた原因を理 学習プリント

常生活や学校生活の る。 解し、練習問題

中での表現や読解に をおおむね正

生かす。 確に解いてい

る。

読書生活をデ 目的をもって本を読 自分の読書生活 表現や場面・人物 語感を磨き、語 定期考査

ザインしよう み、表現上の特徴、に関心を持ち、 設 定などに着目し彙を豊かにして 学習プリント １０、主題

蝉の声 文章の展開や場面・読書について話 て読み、自分のも いる。 レポート をとらえる

高瀬舟 登場人物の設 定、表 し合ったり本の のの見方や考え方

光で見せる展 現の仕方などから文 幅を広げたりし を広げるとともに、 １１、詩 を

示デザイン 章を評価し、自分の ようとしている。 読書生活について 味わう

考えを広げたり深め 考えている。

たりする。 １２、短歌

挨拶－原爆の 作者のものの見方や 詩 を読み、作者 表現や語句の効果 定期考査 ・俳句を味

９ 写真に寄せて 考え方が表されてい のものの見方や に着目し、作者の ノート わう

る表現や使われてい 考え方について 思いについて、現 発言

る語句の効果に着目 自分なりに考え 実の世界のあり方

し、人間や社会につ ようとしている。 と対応させながら

いて考える。 自分の言葉で説明

している。

故郷 作品を通して人間と作品に描かれて 情景や人物を描写 作品に出てくる 定期考査

社会の関わりについ いる人間と社会 する表現に着目 漢語などから 学習プリント

て考え、自分の意見 について考えよ し、登場人物の心 語感を磨き、語 発言

を持つ。 うとしている。 情や作者の意図を 彙を豊かにい

情景や人物を描写す 読み取っている。 ている。

る語句や表現を評価

しながら、登場人物

の心情や作者の意図

を読み取る。

言葉２ 慣用句・ことわざ・故 慣用句・ことわざ 慣用句・ことわ 学習プリント

慣用句・こと 事成語などの知識を ・故事成語につ ざ・故事成語の テスト

わざ・故事成 広げる。 いて理解しようと 意味を調べて、

語 している。 適切に使って

いる。

文章の形態を 文章の形態を選択し自分の書く文章 内容に合った文 作品

選んで書こう て適切な構成を工夫 の形態を選択し 章の形態を選ん

修学旅行記を し、書いた文書を読 て適切な構成を で、文章全体を

作る み返して文章全体を 工夫しようといて 整えて旅行記に

考える。 いる。 まとめ、構成や

表現などを評価

し合っている。

関連教材 語句の使い方など表 修学旅行の参考 表現工夫に着目し文章に出てくる ノート

「記憶」と「資 現上の工夫に注意しにするためにこ 修学旅行の参考に 語句に着目し発言 １３、古文
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料」 て読み、知識を広げ の単元を読もう することを意識しな 語感を磨いて テスト の知識

自分の考えを深め としている。 がら読んでいる。 いる。

る。 １４、古文

音読を楽しも 比喩表現などの表現 興味を持って音 古人が和歌をどの 古文のリズム 定期考査 を味わう

１０ う 上の工夫い注意しな 読しようとしてい ようなものとして捉 を理解しながら 朗読

古今和歌集 がら「古今和歌集仮 る。 えていたかを理解 音読している。 発言 １５、漢文

仮名序 名序」の冒頭部分を している。 ・漢詩 を読

音読し、古典の世界 む

に親しむ。

君待つと 歴史的な背景に注意 それぞれの和歌 ・ 和歌の表現技法や 現代語訳をもと定期考査

―万葉・古今 して古典の和歌を読 集に興味を持 語句の使い方に気 に和歌を読ん 暗唱

・新古今 み味わうとともに、和 ち、和歌に表れ づいて読み、感想 でいる。 発表

歌に歌われている人 た古人の心情や を持っている。 学習プリント

間や自然などについ 情景について現

て、自分の考えを持 代語訳をもとに

つ。 想像しようとして

いる。

夏草 歴史的背景を想像し俳句に込められ 作品の表現や文体 歴史的背景を 定期考査

―「おくの細 ながら「おくのほそ た芭蕉の思いを の特徴に注意しな 踏まえながら作 ノート

道」から 道」を読み、作者のも 考えようとしてい がら読んでいる。 品に親しみ、芭 学習プリント

の見方や感じ方を読 る。 蕉のものの見 暗唱

み取り、自分の考え 方を捉えてい 発表

を持つ。 る。

語句の効果的な使い

方や表現の仕方、文

体の特徴に注意して

読み味わい、古典に

親しむ。

古典の伝統 古典作品について書 古典の表現に関 和歌が時代を超え 古典の言葉に ノート

１１ かれた文章を読み、心を持とうとして てさまざまな作品 触れ、語感を テスト １６、文の

古典の世界に親しいる。 に受け継がれてい 豊かにしてい 組み立て

む。 ることを理解してい る。

る。 １７、自立

お薦めの古典 古典に取材して自分 引用する作品を 古典教材から言 古典の一節を 作品 語

を贈ろう の考えを深め、古典 既習の古典教材 葉を引用して文 引用して書い

の一節を引用しなが から探そうとして 章の形態を選 ている。 １８、付属

ら文章の形態や構 いる。 び、適切な構成 語

成、表現などを工夫 を工夫して書い

して文章を書く。 ている。

論理の展開に 二社の社説を読み比 二社の社説を読 社説をもとにテ 社説を読み比べ、新聞で用いて 定期考査

着目して読も べ、論理の展開の仕 み、論理の展開 ーマを決め、構 構成や展開、表現 いる言葉の特 学習プリント

う 方を捉えて内容の理 の違いに目を向 成や引用する資 の仕方などについ 徴に気づいて 作品

新聞の社説を 解に役立てるととも けようとしてい 料を工夫して意 て自分なりに評価 いる。

比較する に、構成や展開、表 る。 見文を書いてい している。

現の仕方について評 る。

価する。

論理の展開を工夫

し、資料を引用して意

見を主張する文章を

書く。

文法への扉２ ２年までに学習した ２年の文法学習 問題のだいた 定期考査

「ない」の違い 文法に知識を確か を振り返り、苦 いを理解してい 学習プリント

がわからない め、理解を深める。 手な箇所を克服 る。 発言

しようとしてい

る。

ネット時代の 情報化社会の可能性 本やインターネ 筆者の主張を捉 抽象的な語句 定期考査

コペルニクス と困難について考 ットの特徴を知 え、情報化社会に に興味を持ち、ノート

―知識とは何 え、自分なりに意見 り、可能性や困 対する自分の意見 意味や類義語 発言

か を持つ。 難について考え を持っている。 などを調べてい

抽象的な語句に注意 ようとしている。 抽象的な表現や比 る。

１２ して論理の展開の仕 喩の意味、論理の 問題に取り組 １９、正し

方を捉え、比喩の役 展開の仕方を捉 み、漢字をおお い表現と

割など表現の仕方に え、本とインターネ むね正しく読ん 推敲

ついて評価して読 ットの違いを だり選んだりし

む。 説明している。 ている。

漢字２ 漢字の造語力につい 漢字を組み合わ 漢字の造語力 学習プリント ２０、作文

漢字の造語力 て知り、語彙を豊か せる造語に興味 について理解 テスト の基礎

にし、文や文章の中 を持とうとしてい している。

で使うことができる。 る。
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書き初めの練 手本をよく見て、毛筆 楷書・行書につ 作品（冬休み

習 の基本を思い出しな いて想起しなが の課題）

がら練習をする。 ら手本に基づ

き、字配りを考

えて練習する。

三年間の歩み 三年間の学習から取 中学校三年間の 発表し評価し合 三年間の学習か 工夫してポートレポート

１ を編集しよう 材して伝えたいことを 学習を振り返り、って自分の表現 ら取材して伝え フォリオを編ん ２１、説明

ポートフォリオ 決め、ポートフォリオ 自分の学びのポ に役立てたりも たいことを決め、 でいる。 文 ・論 説

を編み、語り の構成を工夫し、作 ートフォリオを作 のの考え方を深 ポートフォリオの 文を読む

合う 品を評価し合うことで ろうとしている。 めたりしている。 構成を工夫して

自分の表現に役立て いる。 ２２、小説

たり、ものの見方や ・随筆を読

考え方を深めたりす む

る。

学びて時にこ 漢文の言い回しに注 作品を読んで、 脚注を参考に語句 文章を読み、定期考査 ２３、重要

れを習ふ 意して、文脈におけ そこに込められ の意味を捉えて、語感を磨き語 ノート な語句・古

―「論語」から る語句の意味を捉え たメッセージを 漢文の言い回しに 彙を豊かにして 発言 文を読む

て読み、人間・社会・受け止めようと 注意して読み、孔 いる。

自然などについて考 している。 子の考え方をだい 「論語」の内容 ２４、品詞

え自分の意見を持 たい理解できる。 に親しんでい ・用法・課

つ。 る。 題文

アラスカとの これからの自分につ 自分なりの視点 筆者の人生観うぇ 定期考査

出会い いて考えるために「ア で意見文を書い お読み取り、自分 ノート

２ ラスカとの出会い」を ている。 の生き方について 作文プリント

読んで、人間・社会・ 考える。

自然などについて考

え、自分の意見をも

つ。

温かいスープ 国際社会を生きるた 自分なりの視点 これからの国際社 定期考査

めに何が必要かを考 で意見文を書い 会を考え、自分の ノート

えるために読み、こ ている。 生き方について生 作文プリント

れからの生き方につ き方を持っている。

いて意見をもつ。

聴くということ 文脈における語句の 筆者は「聴く」とい ノート

効果的な使い方や表 うことをどう捉えて 感想

現の工夫に注意して いるか、その根拠

読み、これからの自 とともに読み取って

分の生き方について いる。

意見をもつ。

わたしを束ね 詩 における語句の効 詩 における語句の ノート

３ ないで 果的な使い方や表現 効果的な使い方や 感想

の工夫に注意して読 表現の工夫に注意

み、人間・社会・自然 して読み、人間・社

などについて考え、 会・自然などにつ

自分の意見をもつ。 いて考え、自分の

意見を持っている。

漢字３ ２年生までに学習し 漢字の読み方 学習プリント

漢字のまとめ た漢字に加え、その や意味を確か

他の常用漢字のだい めながら 問

たいを読み、適切に 題に取り組み

使い慣れる 、おおむね

理解している。


